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鎌仲ひとみ監督映画上映第２弾！
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「ヒバクシャ」
98年イラクを訪れた鎌仲監督は、湾岸戦争の劣化ウラン弾により白血病になった多くの子どもに出会いました。十分な医療もなく、亡くなって行く子どもたち。ここからヒバクシャの声を聞く監督の旅が始まったのです。
　広島で被爆した医師・肥田舜太郎は、85歳の今も微量の放射能がもたらす危険を訴えています。
また、微量放射能の被害は核開発、核実験、原発によって世界中に広がっています。長崎に投下された原爆のプルトニウムを生産したアメリカのハンフォードは、世界で最も大量、高濃度の核の汚染にさらされてきました。彼らもまたヒバクシャです。
世界を「ヒバクシャ」の視点でつないだ映画です。
♪これを読んでいるみなさんが家族、一人の友だち、顔見知りを誘ってくださることで、低料金でよい映画を見る会を続けて行けます。
♪環境問題を取り上げた「不都合な真実」や、ユニセフ後援の「それでも生きる子供たちへ」など、良い映画はいっぱいです。
♪あなたの見たい映画はなんですか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
動けば変わる！
てんつくマン、川田龍平さん、など若者が

動き始めています。わたしたちも始めませんか。　　　　　　
その第一歩として、「ヒバクシャ」の上映会を
みなさんのご協力で広げて下さるよう、心から呼びかけます。
事前の実行委員会はありません。

「ヒバクシャ」を見る気持ちのあるお一人お一人が実行委員です。どうぞ周りの方に声をかけて下さい。広げて下さい。それが「六ヶ所村」からのメッセージです。　　　　　　　　　　　　
９月８日お待ちしています。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※コピーして周りに広げてね
９月８日（土）午後１時半～３時半　　


内灘町・町民ホール


協力金　５００円





「それでも生きる子供たちへ」


地球の希望は


この子供たちだ


８月１１～１７日金沢シネモンド





会場準備や受付など、上映当日の自主的運営ボランティアに集まってください。


９月８日（土）１２時～　町民ホール


みなさんの協力で成功させてください！！





地球料金を払ってください





「六ヶ所村ラプソディー」大絶賛！！








